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言語研究 セ ンター創 立20周年 に思 う.
20年をふ りか え って
山 口 建 治
二年 間}言 語研究 セ ソ ターを運営 して思 うこ とをのべ,創 立20周年 を
祝 う言葉 にか えたい。
要 す るに当セ ンターの問題 は,研 究機関 なのかそれ とも単 なる語学教
育のサ ー ビスセ ンターなのか,今 だ にその性格 をは っき りさせ られ ない
でい る こと,全 学機関 を標榜 して 「セ ンタ 一ー」 と称 して は い る もの の ,
実 態 と して も組織 規程上 も,名 称 か ら通常 想像 され るよ うな全学 的 な機
関にはな ってい ない,と い う二点 に尽 きる。
この こ とは折 に ふれ て何度 も言 って きた の で も う繰 り返 さな い。 た
だ,こ うした問題 が どこか ら生 じて きたかを考 えてお く必要 が あ る。次












語学研究室(辞 書,雑 誌 の所 蔵一 参考資料 室の機
能)設 置










外国語研究センターは外国語学部の創立後10年経 って ようや く設立 さ
れた。ただ し,学 則第4条 に基づ く研究機関 としてではな く外国語学部
に附属す る施設 としてである。それからさらに10年余を経て,よ うや く
学則に基づ く全学的な研究機関に昇格 した。 こ うい う経緯か らでも,当
セソターが研究機関 として全学的な認知を得 るには相当な時間を要 した
とい うことが分かる。現在でも,当 センターを研究機関 と見なす人がど
れほどいるかはなはだ心許 ない。
それでは,当 セソターの もう一つの業務である語学教育のサービス面
はどうか とい うと,こ れもきわめて不十分 とい うほかない。 もう少 しきめ
細かなサービスがあってしかるべ きだ と思 う人が少な くないであろ う。
所長 としての責任をどうす るのだ とい う声が返 ってきそ うである。私
としてはただ手をこまねいていたつ もりはない。昨年はセンター創立20
周年の記念 シンポジュウムを成功させ,記 念論文集 も近 く刊行 される運
びになっている。 セソターの研究機関としての存在意義を示せたのでは




されたか らには,も う語学教育のサービス業務 は,セ ソターとい う名称
ともども教務課にで も返上 して,研 究機関に徹するようにした らどうか
とい う提案 は頓座 したままである。事務当局か らも所員からも反対
賛成を問わず反応がきわめて弱い。
センターを研究所 にして,い ったい何を研究す る所にす るのだ とい う
のが,多 くの人々の疑念なのかも知れない。人文研究所があるのにあ}
てまた研究所 をつ くってどうす るつもりだ とい うわけだ。私たち所員の
研究領域はほぼ人文学に包摂 し うるのは確かだ。 しかし私は,外 国語学
部 とい う独立 した学部があるのだから,そ れな りに独 自な研究教育の内
実 とそれを支i%.る機構があってしかるべ きだ と思 うのだ。そんなものあ
りえない とい うのなら,外 国語学部は解体す るしかない。
私たちの研究教育をバ ックアップす る,言 語研究セ ソターをそ うい う
機構 にするにはどのようにすれぽよいのか,所 員の皆 さんの忌揮のない
ご意見を寄=せていただけれぽと切に願 う次第である。
